
トンネルの現状
地方公共団体が全体の7割を管理

●全国のトンネルは約1.2万箇所。そのうち約7割を地方公共団体が管理。

●高度経済成長期よりも以前に建設されたトンネルも多く、高齢化が進ん
でいる。

地方公共団体管理約0.8万箇所
（73%）

（トンネル点検の様子）

建設年度別トンネル数（全国）

国土交通省
約1,800箇所
（15%）

国土交通省
約1,800箇所
（15%）

道路公社
約100箇所
（1%）

道路公社
約100箇所
（1%）

都道府県
約5,100箇所
（44%）

都道府県
約5,100箇所
（44%）

政令市
約300箇所
（3%）

政令市
約300箇所
（3%）

市町村
約2,200箇所
（19%）

市町村
約2,200箇所
（19%）

トンネル：
約12,000箇所

高速道路会社
約2,100箇所
（18%）

高速道路会社
約2,100箇所
（18%）

※この他、古いトンネルなど記録が確認できない建設年度不明トンネルが約330箇所ある
（出典）2023.8道路メンテナンス年報

国土交通省調べ（2023.3末時点）
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約2割
市町村

都道府県・政令市等

国土交通省

高速道路会社



点検の質が問題となった事例

※道路局調べ（平成25年度10月）
（出典）社会資本整備審議会道路文科会「第44回基本政策部会」資料

地方公共団体が用いている橋梁点検要領の点検方法（平成26年定期点検要領策定以前）

市区町村における橋梁管理に携わる土木技術者数

市町村
173団体

全部材近接目視
22%（38）

全部材近接目視
22%（38）

遠望目視など
76%（135）
遠望目視など
76%（135）

ある市において、遠望目視で点検した約５０橋を対象に、
第三者機関が近接目視による点検を実施したところ、
約３割で点検結果が異なっていた。

地方公共団体の現状
老朽化対策の課題

●町の約2割、村の約6割で橋梁管理に携わっている土木技術者が存在
しない。

●平成26年定期点検要領策定以前の地方公共団体の橋梁点検要領では、
遠望目視による点検も多く（約8割）、点検の質に問題がありました。

約８割が「遠望目視など」

（出典）2023.8道路メンテナンス年報

市区
N＝793

町
N＝745

村
N＝183

9% 59% 32%

29% 67% 4%

63% 37%

〈2014年度11月時点〉

市区
N＝795

町
N＝743

村
N＝183

4% 62% 34%

23% 76% 1%

1%55% 44%

〈2023年5月時点〉

6人以上 6人以上


